
地球のお医者さんプロジェクト

パテラ撲滅キャンペーン

パテラとは、膝蓋骨脱臼。後ろ足の膝のお皿が外れてしまうことです。
トイ・プードルなどの小型犬で幼齢期に起こりやすく、重症の場合、手術が必要なこともあります。

後ろ足の筋肉を
成長期に鍛える
ことで、パテラの
発生リスクを
減らすことが
できます。

生後早い時期からの予防啓発で減らせた病気の例として、パテラのような股関節脱臼が
あげられます。

わたしたちは、飼い主さまの力で
パテラも減らせると考えています。

大切なかぞくのために・・・
　一緒に取り組んで行きましょう。
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かぞくのげんきを、いっしょに。

1970 年代以前との比較で 10 分の 1以下に激減！（厚労省調べ）

しつがいこつだっきゅう

パテラの発生には筋肉量が関係

パテラなし パテラあり
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体重スコア
筋肉スコア

※トイ・プードルの子犬 38頭を対象に体重・筋肉量を調査。
パテラなし：30頭　パテラあり：8頭の平均。（アニコム損保調べ）

パテラって、なぁに？

ヒト医療での例



おすすめトレーニング

膝を包むように押さえ、やさしく曲げ伸ばし。
太ももの筋肉が張るのを感じつつ行う。（1日 5分以上、100回を限度に）

太ももの内側の筋肉をほぐすイメージ。
指の腹でやさしくマッサージ。

アニコム獣医師＆医師監修

強い力で行うと、ワンちゃんの負担となります。
嫌がるのをむりやり行わず、様子を見ながら
やさしくしてあげてください。
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屈伸運動

やさしく曲げて・・・ やさしく伸ばす・・・
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